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掛
川
市
内
の
お
医
者
さ
ん
案
内
は

「
広
報
か
け
が
わ
電
子
版
」
で

人生100年時代の
グラウンド・ゴルフ
朝井正教/著
（ベースボール・マガジン社）

じゃがいも
（はじめてのサイエンス）
セシル・ジュグラ/ジャック・ギ
シャール/文
ローラン・シモン/絵（NHK出版）

●中央図書館 （☎２４－５９２１）
●大東図書館 （☎７２－１１４３） 
●大須賀図書館 （☎４８－５２６９）

室内練習法や基本を写真やイ
ラストで紹介。健康を維持する
ための運動量や食生活に加
え、ゲームでのトラブル回避な
ども解説します。楽しみながら
健康長寿を目指しましょう。

じゃがいもを指の上に立たせ
ることができる?じゃがいもに
ストローをさしてみよう、など
じゃがいもを使った実験を紹
介。遊びながら科学の基礎が
身に付きます。

図書館
ホームページ

図書館では図書館を拠点の一つと
して活動している「図書館活動グルー
プ」があります。その一つ「よみきかせ
会ひまわり」は毎週水曜日に中央図書
館で季節に合ったおはなしや、楽しい
工作、手遊びなどを行っています。

■は直接会場へ ★は各館へ申し込み

図書館活動グループ

医
薬
品
の
保
管
方
法

病
院
や
薬
局
で
も
ら
っ
た
お
薬
は
、
普

段
ど
の
よ
う
に
保
管
し
て
い
ま
す
か
。
お

薬
を
保
管
す
る
に
は
注
意
す
る
べ
き
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

お
薬
は
光
や
温
度
、
湿
度
な
ど
に
よ
っ

て
効
能
が
落
ち
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
錠

剤
、
散
剤
、
カ
プ
セ
ル
剤
な
ど
の
飲
み
薬

は
、
保
管
方
法
に
特
に
指
示
が
な
い
場
合

は
、
湿
気
・
直
射
日
光
を
避
け
て
室
温

（
一
〜
三
〇
度
）
で
保
管
し
ま
す
。
夏
場

の
お
薬
の
保
管
方
法
が
心
配
な
場
合
は
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
坐
薬
や
一
部
の
目
薬
、
シ
ロ
ッ

プ
剤
や
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
、
冷
所
保
存
の

指
示
が
あ
る
場
合
は
冷
蔵
庫
に
保
管
し
ま

す
。
お
薬
は
凍
っ
て
し
ま
う
と
性
質
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
冷
凍

庫
に
は
入
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

次
に
湿
度
で
す
が
、
お
薬
は
湿
度
が
高

い
と
吸
湿
に
よ
り
変
質
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
高
温
多
湿
に
な
る
梅
雨
時

な
ど
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
お
薬
は

蓋
の
閉
ま
る
缶
な
ど
に
保
管
し
、
で
き
る

だ
け
涼
し
い
場
所
に
置
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

光
に
つ
い
て
で
す
が
、
お
薬
は
直
射
日

光
の
よ
う
な
強
い
光
に
当
た
る
と
分
解
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
「
遮
光
保
存
」

と
書
か
れ
て
い
る
薬
は
室
内
の
弱
い
光
で

も
分
解
し
や
す
い
た
め
、
光
の
当
た
ら
な

い
暗
所
に
保
管
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

点
眼
薬
で
遮
光
袋
が
つ
い
て
い
る
も
の
は
、

遮
光
袋
に
入
れ
て
か
ら
保
管
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

お
薬
を
食
品
、
殺
虫
剤
、
防
虫
剤
な
ど

と
一
緒
に
し
ま
っ
て
お
く
と
、
間
違
っ
て

飲
ん
で
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
、
救
急
箱
や
お
薬
置
き
場
な

ど
、
お
薬
だ
け
を
保
管
す
る
場
所
を
決
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
小
児
や
乳
幼
児
の
手

の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
食
後
に
飲
も
う
と
思
っ
た
お
薬
を
、

目
を
離
し
た
隙
に
間
違
っ
て
口
に
入
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
油
断
は
禁
物

で
す
。

最
後
に
、
お
薬
に
は
使
用
期
限
が
あ
り

ま
す
。
い
つ
も
ら
っ
た
か
不
明
な
薬
や
、

中
途
半
端
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
外
用
薬
、

頓
服
薬
（
症
状
時
の
み
に
服
用
す
る
・
使

用
す
る
薬
）
な
ど
は
自
己
判
断
で
服
用
・

使
用
せ
ず
に
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■こどもの読書週間　中央　大東　大須賀
期間：4月23日（木）～5月12日（火）
こどもの読書に関連した展示やおはなし会を行います。
★第1回古文書講座（毎月第2木曜開催※10月は休講）　中央
北原勤さんの解説で古文書を読み解きながら掛川の歴史を学
びます。
くずし字に親しめる初級以上の方にお勧めです。
とき：5月14日（木）午後1時30分～3時
定員：50人（申し込み多数のときは抽選）
申込：4月1日（水）～30日（木）までに電話または来館
★第1回文学講座（全5回）　中央
勝田敏勝さんの解説でさまざまな時代の文学作品の魅力を学
びます。
とき：5月28日（木）午後1時30分～3時
定員：50人（申し込み多数のときは抽選）
申込：4月1日（水）～30日（木）までに電話または来館

私たちの周りには、さまざまな人が暮らしてい
ます。子育てをしながら働く人、高齢になっても地
域で活動を続ける人、外国から来て掛川で働く人、
障がいがあっても自分らしく暮らしている人。一人
ひとりの生き方や背景はちがいます。これまでそ
の「ちがい」は、ときに不便さや生きづらさにつな
がることもありました。しかし今、社会は大きく変
わろうとしています。ちがいを弱さではなく、まち
の力に変えていこうという考え方です。掛川市の
総合計画でも、大切な考え方として掲げているの
が「DEI」（多様性、公平性、受容・包摂）です。
「DEI」とは、多様性を認め合い、公平な機会
があり、だれもが社会の一員として参加できるこ
と。そんな社会をめざす考え方です。

例えば、子育てしながら働き続けられる環境や、
高齢者や外国人が地域で役割を持ち、だれもが
安心して暮らせる地域。みんなの生きやすさは、
やがてまち全体の豊かさにつながります。
掛川市がめざすのは、だれもが自分らしく暮ら
せる「未来共創都市」という未来です。あなたの
周りにある「ちがい」は、どんな未来につながって
いくでしょうか。少し立ち止まって、考えてみませ
んか。

4月号までは、多様性を力に変える「DEI」を特
集してきました。5月号からは、これに加え、総合
計画の基本理念である「DX」と「共創」も取り上
げ、よりバージョンアップしたコラムをお届けしま
す。おたのしみに!

ざ

～食事・治療・歯・薬・介護を考える～
小笠
医師会

小笠袋井
薬剤師会

中東遠総合
医療センター

小笠掛川
歯科医師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

小笠袋井薬剤師会　その63　(☎22-7120）

高
温
を
避
け
る

高
温
を
避
け
る

多
湿
を
避
け
る

多
湿
を
避
け
る

直
射
日
光
を
避
け
る

直
射
日
光
を
避
け
る

そ
の
他
の
注
意
点

そ
の
他
の
注
意
点 問 企画政策課(☎21-1208)
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